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研究成果の概要（和文）：身体機能や日常生活活動の自立度が低下している施設入所認知症者の活動範囲の実態
と、小集団での身体活動がもたらす影響を調査した。
車椅子で離床している入所者のほとんどがホールやユニットの中で過ごしており、個別でのリハビリテーション
介入以外は活動の機会が少ない可能性が考えられた。
そこで集団形式での身体活動を含んだ認知刺激を30-45分、週2回、8週間で実施し、認知機能、身体機能、QOL
（Quality of life: 生活の質）に与える効果について、ランダム化比較対照試験で検討した結果、介入群では
他者の手伝いなど社会的活動や、QOL指標の改善効果が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We investigated the actual status of the range of activities of people with 
dementia who are admitted to facilities where their physical function and activities of daily living
 are less independent, and the effects of physical activity in small groups.
Most of the residents who are out of bed in wheelchairs spend their time in the halls and units, and
 it is possible that there are few opportunities for activities other than individual rehabilitation
 interventions.
Therefore, cognitive stimulation including physical activity in a group format was performed for 
30-45 minutes twice a week for 8 weeks, and the effects on cognitive function, physical function, 
and QOL (Quality of life) were randomized. As a result of examination in a controlled trial, it was 
clarified that in the intervention group, social activities such as helping others and the 
improvement effect of the QOL index were clarified.

研究分野： 認知症者のリハビリテーション
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
老健施設に入所された認知症者に対するリハビリテーション介入は、2006年の認知症短期集中リハビリテーショ
ン加算設定以来、個別で認知刺激や認知練習が内容の中心となっていた。近年、身体活動が身体機能以外に与え
る影響が注目されている中、施設入所認知症者の身体活動が与える影響を検討した研究は少ない。
本研究では、老健施設に入所する認知症高齢者がどの程度の活動性となっているのかを明らかにし、身体活動を
取り入れた運動介入の効果を検証した。認知症者の運動に対するアドヒアランスを高める方法として、小集団で
の実施を試みた。今後は認知症者の身体活動による効果を引き出すための要因を検討することが課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

我が国のリハビリテーション(以下リハ)対象者の認知症有病率が、回復期リハ病棟で 32%、
老健施設では 81％、訪問系・通所系で 30％程度と報告され(山口晴保・他: 地域リハ 9, 2014)、
認知症を考慮したリハの提供が不可欠となっている。認知刺激や認知トレーニングなど様々な
介入技法の効果検証が行われている一方、身体活動による認知症者への効果についての報告は
国内では少ない。また我が国の認知症リハとして、介護老人保健施設での認知症短期集中リハ
（以下認短リハ）が体系化されているが、内容は学習療法、現実見当識訓練、記憶訓練が中心で、
運動療法は通所で全体の 14％、入所で 8%しかなく(全国老人保健施設協会: 2011・2013)、臨床
の現場で認知症のリハとしての運動は認知されていなかった。また、認知症者は自発性・意欲低
下、病識の低下があり、運動の意図がわからず運動を継続することが困難である場面がしばしば
経験され、認知症は運動療法の効果を阻害する因子として認識されてきた(Seematter BL et al: 
Arch Phys Med Rehabil 94, 2013) 

そこで主研究者は、施設入所者に対する運動の促進方法として身体活動の形態を小集団とし、
グループの中での相互作用や心理的な療法因子を活用することにより、活動性を促進し身体活
動の効果を引き出すのに役立つと考えた。また、施設入所者の活動実態を把握する方法を確立さ
せるために、観察尺度を使用した評価の実施が必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 

（1）施設入所者に対する活動性の妥当な評価手法を検討し、施設入所者の活動性の実態を把握す
る。 

（2）相互コミュニケーションによる作用を活用した小集団での身体活動に認知機能・身体機能向
上効果があるか、ランダム化比較対照試験にて明らかにする。 

 
３．研究の方法 
（1）施設入所者における活動性評価法の検討および、活動性実態の調査 
対象者：老健施設入所者で、日中に車いすで離床または歩行で移動しており、コミュニケーショ

ン能力の問題がなく、認知機能の重度な低下がない者（MMSE で 5～25 点）を対象とした。 
研究方法：認知機能では MMSE(Mini-mental state examination)、身体機能では膝伸展筋力、握

力、抑うつ（GDS-5）、意欲（やる気スコア）、生活機能（Barthel index）、活動範囲を NHLSD
（Nursing home life space diameter）と Hb-LSA(Home-based Life space assessment)で評
価した。施設入所者の活動範囲の評価として我が国では評価指標が確立していないため
NHLSD が妥当であるか調べるため、わが国での信頼性・妥当性が確認されている Hb-LSA との
併存的妥当性を検証した。NHLSD の関連要因について、身体機能、認知機能、精神機能を独立
変数として、重回帰分析（ステップワイズ法）にて解析を行った。 

 
（2）認知症者に対する小集団での複合的な身体活動プログラムの効果検証 
対象：老健施設入所者で、MMSE5 点以上 25 点以下であり、その場のコミュニケーションが可能

な方を対象とした。重度な麻痺や高次脳機能障害 (重度の半側空間無視や失語症)がある方
は除外した。 

研究デザイン：評価者が盲検化されたランダム化比較対象試験で実施した。対象者を MMSE の点
数で介入群と対照群で層別無作為化を実施し、2ヵ月間介入を実施後、前後の変化量を年齢・
性別・初回データを共変量に投入した一般線形混合モデルを用いた共分散分析で分析した。 

介入内容：介入群には週 2回 1時間、2ヵ月間の複合的身体活動プログラムを実施する。対照群
は期間中の介入はなく、通常のケアを受けた。1回あたりのグループ活動では、5分間の見当
識練習を実施した後に、身体活動を 20 分間、15 分間でその日のテーマに応じた認知刺激お
よび認知練習、5 分で次回の確認を実施した。コントロールグループは通常通りのケアを受
けた（日常的な生活介護と 20 分間のリハビリを週 3 回）。身体活動は、車いすに座った状態
で行えるものを選択し、上下肢・体幹の運動および、音楽を取り入れたマルチタスクトレー
ニングを複合させたものを軸として行った。マルチタスクトレーニングでは、音楽に合わせ
て足踏みを続けながら、手を動かす等複雑な運動を取り入れた。身体活動の負荷はフェイス
スケールを用いた主観的疲労感にて、中等度を目安とした負荷設定とした。介入中のグルー
プの参加意欲、対人コミュニケーション、満足度の程度を 4 段階で評価し記録した。認知刺
激および認知練習については、音楽を用いた運動、回想、表情の表出、言語流暢性の刺激な
どを軸に実施した。 

評価：評価者は介入に関与しないスタッフとした。生活機能については師長・主任業務を行って
いるケアスタッフ、認知機能・精神機能については介護老人保健施設に 5 年以上勤務してい
る作業療法士、言語聴覚士とした。対象者の生活に携わる看護師・介護スタッフは客観的 QOL
指標の short QOL-D、社会性として NOSGER（Nurses’ Observation scale for geriatric 
patient）の下位項目である社会的活動を調査した（評価項目は①周囲の出来事に関心を示す、



②身体的に可能な範囲で他人の手助けをする、③周囲の人と交流する、④友人または家族と
の交流を続けている、⑤家族または友人と親しげに会話を楽しむの 5 つで、頻度が高いほど
点数が低くなる。合計点は 0-25 点）。理学療法士、作業療法士、言語聴覚士によって MMSE、
抑うつ（GDS-5、やる気スコア）、最大膝伸展筋力、握力、活動性として NHLSD（Nursing home 
life space diameter）、生活機能として BI（Barthel index）を調査した。 

 
 
４．研究成果 
（1）施設入所認知症者に対する活動性の評価 

研究対象者は 32 名であった（年齢：
86.5 ± 6.6 歳、MMSE：15.6 ± 5.1 点）。
このうち 23名が車いすを利用している状
態であった。NHLSD によって評価した施設
入所者の活動範囲は、居室内・居室外から
ユニット内を、1日 1回以上移動・活動し
ている一方、ユニットを出て施設内で過
ごすのは、1 週間に 1 回以下の方（32 人
中 18 人）がほとんどであった。施設外へ
移動する方は 32 人中 5 人だった。NHLSD
と Hb-LSA には相関係数：r=0.710、p=0.000
の有意な相関関係があり、併存的妥当性
は確認できた。また施設入所者の活動実
態を考えると、Hb-LSA は一部の評価が施
設の高齢者の評価に適さない可能性もあ
り、NHLSD を使用するほうが有用と考えられた。 
 

（2）施設入所認知症者の活動性に関連する要因 
NHLSD の合計点との有意な相関関係を示したものは、BI、最大膝伸展筋力、握力、コミュ

ニケーション能力、自発性活動性であった。認知機能やうつ状態とは有意な相関関係は見ら
れなかった。 

活動性の指標として NHLSD を従属変数、NHLSD と有意な相関を認めた項目を独立変数とし
て、重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。その結果、BI合計点（標準偏回帰係数β=0.490）、
最大膝伸展筋力（β=0.368）、自発性活動性（β=0.296）が有意な変数として抽出された。活
動性向上には下肢の筋力、日常生活活動の自立度のほかに自発性活動性が影響することが確
認できた（調整済み R2値：0.688）。活動性を向上させるためには、身体機能や ADL の自立度
を高める以外の介入として、利用者様自身の自発性を高めるような環境設定、動機づけ、プ
ログラム検討が必要と考えられた。 
 

(3) 施設入所認知症者への小集団の包括的な身体活動の効果 
研究対象者はベースライン調査後の MMSE による層化ランダム割り付けにより、介入群 15

名、対照群 16名となった（基本属性の有意な差はなし）。 
介入群では 1 名（退所）がドロップアウト、対照群では 5 名（4 名：退所、1 名：死亡）

がドロップアウトした。最終評価が可能となった介入群 15 名、対照群 10 名が分析対象とな
った。介入の参加率は 93.5％であった。 

前後の変化量について一般線形混合モデルを用いた共分散分析の結果、OSGER 社会的活動
（F=8.67,p=0.008）と QOL-D 陽性得点(F=8.07, p=0.012)、QOL-D 総合得点(F=9.74,p=0.006)
に有意な群間差が認められた。確認のため介入前後の変化について対応のある t 検定を行っ
たところ、介入群において MMSE の得点に有意な改善(p=0.007)、対照群において NOSGER 社会
的活動の有意な低下（p=0.037）が認められた。身体機能、気分、ADL、活動範囲については
有意な改善を認めなかった。  

以上のことから、施設入所認知症者に対する身体活動を取り入れた集団介入では、周囲と
のコミュニケーションによる精神面での賦活や認知刺激の効果が作用し、施設内での他者と
の交流頻度が増え、QOL に影響を与えたと考えられる。身体活動の負荷設定に関しては、アド
ヒアランスを考慮し主観的な負荷設定としたため、Repetition maximum や心拍数等を基準と
できなかった点が課題である。今後は認知機能低下者に対する負荷の高い身体活動のアドヒ
アランスに関わる要因を探索しながら、集団での適応を検討していく必要がある。 
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